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理論編①

暗記に頼らない単語の学習とは？
 

ほとんどの英単語には複数の日本語訳があります
が、それらをばらばらに覚えるのでは単語を「使い
きる」ことはできません。この章では単語を効果的
に学習し、積極的な英語の使い手になるための考え
方を解説していきます。 
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分のところに取り入れた／受け取った〉ということです。同じような

例に、Take it easy.（気楽にやれよ）があります。これは、〈it（その

こと）を気楽に受け止めよ〉ということですし、Don’t take it 

personally. は〈（いま言ったことを）個人的にあてつけたものと受け

取らないでくれ〉ということです。

　I can’t take it anymore. は〈もうこれ以上、it（いやなことや困難

など）を、自分のところに取り入れられない／引き受けられない〉と

いうことから「もうこれ以上がまんできないよ」となるわけです。

　このように take のコアは、基本的には、読者のみなさんが理解さ

れていたことと同じだと思います。しかしここで大切なのは、その理

解が、実は、take の行動を統制する原理として働いている、というこ

とです。つまり、take の（ほとんど）すべての用例の背後には〈自分

のところ（テリトリー内）に取り入れる／取り込む〉というコア・イ

メージが働いているということです。

　take の反対に give があります。give は、

自分のところ（テリトリー）からあるものを外に出す

というコア・イメージをもちます。take と give の関係は、ちょうど

HAVE 空間を軸に反対になります［図 15］。

　John gave money to the poor.（ジョンは貧しい人々に金を施し

た）という文は、John が金を〈自己の所有テリトリー内から外に出し〉

たということで、出した金の行き先は、方向を表す to によって指定

GIVE

されます。この場合は the poor（貧しい人々）、となります。

GIVE Y to Z か GIVE Z Y か

　give のいろいろな使い方を見ていく前に give の文法を少し整理し

ておきましょう。give を構文的に見ると、みなさんもご承知のように、

2 通りの言い方があります。

● John gave flowers to Mary.〈give Y to Z〉
● John gave Mary flowers.〈give Z Y〉

という 2 つの形です（Y は give の対象となるもので Z はその受け手

です）。

　さて、ここでひとつテストです。空欄に適当なことばを補って次の

文を完成させてください。

［図 15］
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